
令和５年度 豊田市成年後見・法福連携推進協議会 第２回会議 

日時：令和５年１１月２８日（火）午後２時～ 

場所：豊田市福祉センター２階 介護予防室 

議事次第 

１ 開会・福祉部福祉総合相談課長 挨拶 

２ 委員・オブザーバー紹介                                               席次表参照

3 令和５年度の協議会の進め方について                                 本資料(P.3)

4 議事 

（１）計画の進捗状況について（報告）                             本資料(P.4-16)

（２）身寄りのない市民への支援のあり方検討の進捗状況について（報告） 

本資料(P.17-19)、別添資料1 

（３）くらし応援資金の充実に向けた検討について（協議）           本資料(P.20-30)

＜配布資料＞ 

①  次第 

②  席次表 

③  本資料 第１回会議本資料 

④  別添資料1 身寄りを頼ることができない方に対する支援のレシピ集＜救急搬送編＞（案） 

⑤  参考資料1 豊田市成年後見支援センター支援シート 

⑥  参考資料2 候補者調整結果シート  

⑦  参考資料3 くらし応援資金及び寄付・遺贈等についてのアンケート調査結果 

⑧  意見書 ※ 委員のみ 



令和５年１１月２８日（火）午後２時～ 

豊田市福祉センター２階 介護予防室 

令和５年度 豊田市成年後見・法福連携推進協議会 第２回会議 

席次表 

スクリーン 

＜オンライン参加＞ 

〇豊田加茂医師会 

榎本委員 

〇オブザーバー 

 名古屋家庭裁判所岡崎支部 

 鈴木主任書記官 

 伊藤裁判所書記官 

豊田消費生活センター 

古巣委員 〇 

豊田市基幹包括支援センター 

〇 山地委員  

愛知県厚生農業協同組合連合会 

豊田厚生病院 

〇 杉村委員

豊田市地域自立支援協議会

          阪田委員 〇 

福祉総合相談課 

  安藤担当長 〇 

福祉総合相談課 

    橋本副課長 〇 

豊田市社会福祉協議会 

〇 鈴木地域福祉推進室長 

豊田市成年後見支援センター 

〇 大地センター長 

豊田市成年後見支援センター 

〇 中田副センター長 

入口 

事
務
局

傍
聴
席

傍
聴
席

事
務
局

会
長

愛
知
県
司
法
書
士
会

〇

川
上
委
員

副
会
長

愛
知
県
弁
護
士
会

〇

松
山
委
員

オブザーバー 

愛知県社会福祉士会 

〇 近藤氏  

豊田市社会福祉協議会  

〇 八木くらし応援課長 

福祉総合相談課   

職員 〇 

事
務
局

事
務
局

事
務
局

事
務
局

 福祉総合相談課   

職員 〇 

事
務
局

福祉総合相談課 

      大内課長 〇 



～ つながる つく る 暮らし楽しむまち・ とよた ～

みんなありがとう

第5回地域共生社会推進

全国サミットｉｎとよた

（2０23.1０.12～13）

令和５ 年１１ 月２ ８日（ 火）

豊田市 福祉部 福祉総合相談課

豊田市成年後見支援センター

令和５ 年度 豊田市成年後見・ 法福連携推進協議会

第２ 回会議・ 本資料

本資料



目次

１令和５年度の協議会の進め方について ・・・・ Ｐ．３

２計画の進捗状況について ・・・・ Ｐ．４

３身寄りのない市民への支援のあり方検討の進捗状況について ・・・・ Ｐ．１７
別添資料１

４くらし応援資金の充実に向けた検討について ・・・・ Ｐ．２０

2



令和５ 年度の協議会の進め方について

〇計画の取組実績について

〇新たな法人後見の担い手確保について

〇豊田市地域生活意思決定支援事業の進捗状況について

〇計画の進捗状況について

〇身寄りのない市民への支援のあり方検討の進捗状況について

〇くらし応援資金の充実に向けた検討について

〇とよた市民後見人と意思決定フォロワー養成について

〇豊田市成年後見支援センター次年度事業計画について

〇次期計画の策定方針について

10/12-13地域共生社会推進全国サミットｉｎ とよた

第１回

（8/2）

第２回

（11/28）

第３回

（1/30）
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計画の進捗状況について【報告】
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豊田市成年後見利用促進計画 重点取組・ 懸案事項（ 中間見直し後） 一覧

重点取組 令和５年度の取組指標

① とよた市民後見人の育成・共働と寄付等を活用した市民の

権利擁護支援活動を支える仕組みづくり

・とよた市民後見人養成講座の開催

・くらし応援資金の活用策の充実、啓発策の検討

② 身寄りのない市民等が入所・入院を含め地域で安心して

生活し続けられる環境整備

・豊田市地域生活意思決定支援事業の実践

・身寄りのない方への支援のあり方検討部会等を通じ

た支援の検討

③ 市民・多職種と連携した意思決定支援の普及
・各種ガイドライン等に沿った研修等の実施

・豊田市地域生活意思決定支援事業の実践（再掲）

④ 消費生活センターとの連携策の構築 ・課題整理

⑤ 送付先変更に係る手続き事務のスマート化 ・全庁的な手続き対応のあり方の中での検討・実施

⑥ 高齢者・障がい者虐待における専門的判断の仕組みづくり ・課題整理

懸案事項

⑦ 新たな後見活動の担い手確保に向けた課題整理と対応策の検討

○ 令和４年度に行った計画の中間見直しによって、 ６つの重点取組と１つの懸案事項に整理した。

○ 重点取組については、 取組の達成に向けて、 年度毎に取組指標を設定している。

5



【 重点取組】 と よた市民後見人養成講座の開催について（ 進捗報告）

○ 令和５年度は、 ３１名の申込者のうち２９名が基礎講座を修了した。 さらに、 このうち２４名が市民後見人として活

動することを希望し、 実務講座を受講中。

○ また、 受講生のうち、 １３名が意思決定フォロワー導入講座を受講し、 ３名が個別ボランティ ア相談に申し込みする

など、 権利擁護支援の視点を養った地域住民が、 多様な形で地域で活躍できる流れも同時に進めている。

とよた市民後見人養成講座

【基礎講座】
〇日程 令和５年7月22日（土）～10月7日（土）の7日間
〇研修内容対象者の理解や各種制度の習得など権利擁護支援に関連する知識
〇修了者 29名

【実務講座】
〇日程 令和５年10月21日（土）～12月23日（土）の6日間
〇研修内容後見人等としての実務、家庭裁判所の役割
〇受講者 24名

養成講座受講者の活躍の場の拡充

【受講者の感想】
・本人の法律行為を大きく制限する権限を後見人は与えられるのだと気づきました。本人の生活を守るために、本人の意思を尊重しつつ客観
的に判断し、迷うときは後見センターに相談することを欠かさず行うようにしたいと思います。
・対人援助の場では、「自分標準」から離れて固定観念から抜け出すことが大切だと学びました。相手の立場に立って、尊厳を尊重し誠意をもっ
て接したいと思いました。
・実際市民後見人や意思決定フォロワーとして活動している方の具体的な話は、とても参考になりました。自分の中では、定年退職後の時間に
余裕のある人たちが行っている活動なのでは、と思っていましたが、そうではなく現役で働きながら行える活動であることがわかりました。

〇１３名の受講者が、意思決定フォロワー導入講座を受講。
〇３名の受講者が、社協ボランティアセンターの個別ボランティア相談へ申込した。今後希望するボランティア活動を紹介していく予定。
〇なお、実務講座を受講していない５名からも、地域での活動に今回学んだ知識を活かしていきたい、来年の実務講座の受講を検討したい
との声をいただいている。
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生活基盤サービス
事業者

年齢
障がい等 居所の状況 環境変化

あり
後見制度利用

あり高齢者 知的障がい 精神障がい 在宅 施設等

①ケース

【 継続】
特別養護老人ホーム 70代 ○ ○

②ケース

【 継続】

本人が元々 利用して

いたグループホーム
50代 ○ ○

○
グループホー

ムから一人暮

らしへの移行

③ケース 特別養護老人ホーム 80代 ○ ○
○

在宅から施設

入所への移行

④ケース 生活介護 60代 ○ ○ ○

○
障がい福祉

サービスから

介護保険サー

ビスへの移行

○
保佐人

⑤ケース
小規模多機能型

居宅介護
70代 ○ ○ ○ ○

後見人

⑥ケース グループホーム 30代 ○ ○ ○
親族後見人

【重点取組】豊田市地域生活意思決定支援事業の実践について
（令和５年１０月末時点のモデルケース分類）
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③ケース ： 身寄りなし高齢者の入所調整ケース
④ケース ： 「 障がいから介護保険サービス移行問題」

への対応＋保佐人の役割検討ケース

本人の概要・支援体制

事業利用までの流れ ○ 夫との２人暮らしであったが、夫が自宅で急死。本人も弱った

状況であったため、ショートステイで安定を図ることに。

○ 一時的な心身の状態の低下により、判断能力が不安定であっ

たが、本人と事業者に、生活保護ケースワーカー及び福祉総合

相談課が立ち合い、丁寧な説明を実施したことで本人の理解

が得られ、介護保険サービス契約を開始。

○ ① ② ③また、課題となる金銭管理、通院支援、死後の対応に

ついて、関係者でケース検討。

○ 本人が意思決定できるために相談できる相手もいないこと

①と金銭管理の課題から、本事業の利用調整を行うことに。

○ 65歳を迎えたため、 制度上は原則介護保険サービスに移行

していく 必要があるが、 本人は生活を変えたく ないとの希望

があり、 支給決定所管課と介護保険所管課と事業所とで行っ

た調整がきっかけとなったケース。

○ 本人が通っている生活介護事業者は、 元々 本人の日常的な

金銭管理を実施（ 保佐人が大元を管理） していた。 仮に基本

的なサービスが介護保険に移行したとしても、 本人が慣れて

いる生活介護事業者が生活基盤サービス事業者として、 生活

全般に必要な金銭管理の支援という形で関わり続けられるた

め、 現在の形から本事業の利用へ移行することを検討中。

◎事業利用の効果 これまでであれば、 単純に高齢者身元保証等サポート を行

う団体を利用していたかもしれないが、 本人の意思決定を含

めて支えられる支援体制に。

◎ 身体的な介護や介助を行う事業は、 介護保険制度に移行し

たとしても、 本人が慣れ親しんだ障がい福祉サービス事業所

が本人に別の形で関わり続けられる。

◎ 法的課題解決のためから成年後見制度（ 保佐） を利用して

おり、 課題解決後の成年後見制度の役割の検証。

現在の進捗状況 ○ 社会福祉協議会の生活支援員派遣事業で通帳と印鑑を保管

し、 日常の金銭管理を生活基盤サービス事業者が行うことで

利用を開始。

○ 意思決定フォロワー導入講座修了生とのマッチングを調整中。

○ 保佐人に事業の趣旨・ 内容を説明。

○ 現在は、 保佐人が契約内容を確認中。

新規モデルケースの進捗状況について（令和５年１０月末時点）
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80代女性・入所

生活保護受給

要介護４

特別養護老人ホーム
（ 日常的な金銭管理支援）

社協
（ 通帳・ 印鑑保管）

生活保護

医師

フォロワー
調整中

障がいサービス事業所
（ 日常的な金銭管理支援）

保佐人
（ 通帳・ 印鑑保管）

ケアマネ

デイサービス

60代男性・在宅

知的障がい（療育Ｂ）

障がい支援区分５・要介護２



⑤ケース ： 本人の希望に基づく 生活の充実検討
＋成年後見人の役割検討ケース

⑥ケース ： 将来身寄りを頼ることができなく なる
「 親亡き後」 への準備検討ケース

本人の概要・支援体制

事業利用までの流れ ○ 現在は、 金銭管理を成年後見人、 生活全般の支援を小規模

多機能型居宅介護を利用して、 在宅で生活している。

○ お金の使い道にこだわりがあり、 栄養バランスの高い配食

サービスや夏季や冬季に冷暖房設備がある施設へのショ ート

ステイを勧めるが、 「 お金がかかるからいらない」 と言って

拒否。

○ また、 新しいものは受け入れられない性格で、 自宅に布団

は無く 、 お気に入りの介護用品以外は使わない。

○ 本人が希望する在宅での生活を長く 続けるために、 意思決

定を相談できる相手がいないことから、 本事業の利用調整を

実施。

○ 現在は、 グループホームに入居し、 日中は同社会福祉法人

が経営する生活介護を利用して過ごしている。

○ ジュースやお菓子を買うためのお小遣いは、 社会福祉法人

に預けている。

○ 一方で、 歯ブラシ・ 歯磨き粉、 髭剃り、 下着、 靴下、 洋服

などの生活用品は、 不足が生じた場合、 グループホームから

親に連絡が入り、 親が購入したりして届けている。

○ 現在は、 こうした生活用品を購入し、 届けることは問題な

いが、 体力等が低下した時は難しく なることから、 親からの

相談をきっかけ。

◎事業利用の効果 お金の使い方にこだわりのある本人に、 丁寧に寄り添うこ

とで、 本当の意思を確認し、 生活を充実させることが可能。

◎ 成年後見制度の役割の検証。

◎ 親が元気なうちから、 意思決定フォロワーが関わることで、

これまで親が確認してきた本人の希望や価値、 選好などを引

き継ぐことが可能。

◎ 日常的な金銭管理に加えて、 生活用品をやりく りすること

を仕組み化できれば、 高齢者等の緊急入院時の支援にも波及

できる。

現在の進捗状況 ○ 後見人に事業の趣旨・ 内容を説明。

○ フォロワーのマッチングを含め、本人との信頼関係を構築中。

○ グループホームを経営している社会福祉法人に、 生活基盤

サービス事業を実施できないか相談開始。

新規モデルケースの進捗状況について（令和５年１０月末時点）
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70代女性・在宅

統合失調症

要介護３

訪問診療

フォロワー
調整中小規模多機能型居宅介護

（ 日常的な金銭管理支援）

後見人
（ 通帳・ 印鑑保管）

相談支援専門員

親

３0代男性・グループホーム

知的障がい（療育Ａ）

障がい支援区分６
ケアマネ

グループホーム
（ 日常的な金銭管理支援）

生活介護



【重点取組】豊田市地域生活意思決定支援事業の実践について
（意思決定フォロワー導入講座の開催）

〇 豊田市地域生活意思決定支援事業の意思決定フォロワーとして活動するため、 意思決定の基礎を学ぶ講座を実施。

（ 豊田市主催、 SDM-Japan・ 日本財団協力、 く らし応援資金拠出）

〇 ２コース合計で４９名の参加者で、 今年度の市民後見人養成講座より多い人数が集まった（ 女性は２倍以上） 。

１日時

① 休日半日２日コース：１０月２９日（日）、１１月１２日（日）午後１時３０分～午後４時４０分

② 平日1日コース ：１０月３１日（火）午前１０時～午後５時

２参加者

① ② ※合計４９人（内訳：２０人２９人） 参加者属性：男性６人、女性４３人（参考：養成講座男性１１人、女性２０人）
市民後見人養成講座受講生１３人、修了生１１人

３講座修了後の活動
新規ケース４件のマッチング開始、来年の市民後見人養成講座、他のボランティア活動の案内
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開始時間 テーマ 概要 講師

１０： ００ 挨拶、 オリエンテーショ ン 豊田市

１０： １５ 演習１ ： 決められた体験
ロールプレイを通じて、 他人から一方的に
決められてしまうことの体験を行い、 その
感想を共有します。

大瀧英樹氏
（ あいあらっく 代表）
水島俊彦氏
（ SDM-Japan副代表）

１０： ４０ 休憩

１０： ５０

講義１ ： 障がいの理解、 すべ
ての人がいきやすく 、 活きて
いく ためには ～医学モデル
から社会モデルへ～

社会モデルという考え方から障がいを理解
し、 これまでと違った見方から、 社会や関
係性を捉え直す導入とします。

木本光宣氏
（ ユート ピア若宮理事長）

１２： ４０ 昼休み

１３： ４０
演習２ ： あなたについて
一緒に考える

研修パート ナーをお招きして、 研修パート
ナーと一緒に好きなことや将来の夢などを
書き出す作業を通じて、 相手の意思や希望
を尊重しながら活動することを学びます。

研修パート ナー
名川勝氏
（ SDM-Japan代表理事）
水島俊彦氏

１５： ４０ 休憩

１５： ５０ 演習３ ： 振り返り
これまでの講義や演習の振り返りを行い、
学んだことの共有を行います。

名川勝氏
水島俊彦氏

１６： ４５
講義２ ： とよた意思決定フォ
ロワーの活動について

豊田市のモデル事業の紹介をするとともに、
とよた意思決定フォロワーとして活動する
ための流れを紹介します。

豊田市

１７： ００ 終了

参考： とよた意思決定フォロワー導入講座カリ キュラム（ 平日１ 日コース）

11



12



【 重点取組】 消費生活センタ ーと の連携策の構築について（ 進捗報告）

〇日時・場所令和５年９月１２日（火）午前１０～１１時＠消費生活センター
〇講師 地域生活支援センター豊田ころもサポート二村精神保健福祉士
〇研修内容代表的な精神疾患、相談対応、質疑応答

法福連携推進協議会
事務局

（中核機関：豊田市、
後見センター）

自立支援協議会 豊田ころもサポート

〇 前回の意見をきっかけに、 豊田ころもサポート を講師に、 消費生活センターにおいて精神疾患に関する研修会を実施。

〇 研修会の反応は概ね好評で、 今後、研修会の定期開催や、 多機関との連携を進めていく 。

消費生活センター

① 研修実施に至るまでの連携の流れ

② 研修の概要

③ 研修の感想

④ 今後の方向性

【消費生活センター】
・病気のこと、制度のこと、分かりやすくご説明いただき理解が出来ました。
・年に一度くらい情報交換の場が持てると良いです。
・大変参考になりましたし、今後ご相談できる窓口として頼りにさせていただけるとありがたく話を聞きました。
・精神疾患の特徴が理解できました。消費生活センターの立場でなるべくできることをしてあげたいと思うが、分からないこと、できない
ことはそのことを伝え、連携することが大切だと思いました。
・今後、精神疾患の方はじめ高齢者・判断不十分者からの相談は増えると思います。消費者安全確保地域協議会が制定されてからは、個
人情報保護の問題がクリアされ、地域包括支援センターとは連携がとりやすくなり、お互いに情報共有する機会が増えました。地域包括支
援センターだけでなく、他機関とも連携ができると大変助かります。

【豊田ころもサポート】
・一般の方に向けてお話する機会は、精神疾患についてや精神障がい者の地域理解の場ともなるので大変有難かった。
・消費生活センター相談員の方が、実際の相談場面で、精神障がい者の方と関わる際どんなことに困るのか聞くことができたのは、自身
の業務（特に支援者からの相談）への学びになりました。

・研修会の定期開催、消費生活センターと様々な機関が連携できる体制づくり 13



【 懸案事項】 新たな後見活動の担い手確保に向けた課題整理と対応策の検討

14

〇 令和５年９月19日の愛知県からの認可により、 法人後見受任を通じて「 地域における公益的な取組」 を進める「 社会

福祉連携推進法人となりの」 が設立した。

○ これで、 市内において後見業務を担うことができる法人が、 豊田市社会福祉協議会以外に存在することになったため、

前回の協議会の議論を踏まえ、 受任者調整のフローの見直しを実施。

○ この新たなフローを用いて、 令和５年10月度の受任者調整会議を実施したところ、 検討の結果、 社会福祉連携推進法

人を候補者とする案件が２件生じた。

社会福祉連携推進法人となりの

社会福祉連携推進評議会

・ 日本福祉大学中央福祉専門学校校長／
豊田市社会福祉審議会高齢者専門分科会会長

・ 地元弁護士
・ 元・ リーガルサポート 愛知支部長
・ 豊田市介護サービス機関連絡協議会 理事
・ 当事者関係者
・ 地元企業 代表取締役

監事

・ 豊田信用金庫 副理事長
・ 地元企業 代表取締役会長

社員

社会福祉法人無門福祉会

社会福祉法人大和社会福祉事業振興会 社会福祉法人輪音

社会福祉法人オンリーワン

賛助会員

社会福祉法人
とよた光の里

社会福祉法人
三九朗福祉会

障がい者支援
施設小原寮

連携
協力

理事

・ 社員４ 社会福祉法人の理事等
・ 地元弁護士
・ 豊田市役所福祉部ＯＢ
・ 社会福祉士
・ 社会福祉士

意見具申

監査



参考： 豊田市における受任者調整のフ ロー

15

本人が必要とする支援の中心が、財産管理や身上保護を通じた「丁寧な見守り」や「意思決定支援」である

とよた市民後見人 ※ 市民後見人へのリレーや市民後見人との
複数受任をあらかじめ検討する

ＹＥＳ ただし、「法的問題の解決」や「福祉的な支援の調整
（居所の安定などを含む）」が同時並行で進む場合

※ 専門的支援の見通し・課題解決の時期などが明らかな場合

専門的支援の検討

ア法的な支援の必要性 イ福祉的な支援の必要性 ウセーフティネット支援の必要性

検
討
の
視
点

① 債務整理、金銭搾取等紛争性(の可能性)に
対する支援が必要

① 介護・福祉サービスの利用調整や入院・入所の調整
や、それらとの連携が中心となる支援が必要

① 8 0 5 0 問題・ひきこもり・虐待対応・ネグレクト等
行政機関との緊密な連携を要する支援が必要

② ②不動産の売却や相続手続き等の支援が必要 若年者や長期入所者など比較的長期期間にわたる
丁寧な身上保護が中心となる後見活動が必要

② 成年後見制度利用支援事業の対象にならない
境界層の低所得者への後見活動が必要

弁護士 司法書士 社会福祉士 法人後見団体 社協法人後見
（市委託事業）

※ その他、本人の特性や状況、支援環境などを加味しながら、受任調整を検討
（複数受任の検討、社会福祉連携推進法人が受任する際の利益相反関係の確認を含む）

①アーの視点が
支援の中心

②アーの視点が
支援の中心

①イーの視点が
支援の中心

① ②イーｏr の視点
が支援の中心

① ②ウーｏr の視点
が支援の中心

※ 専門性を発揮する支援が終了した場合は、成年後見支援センターに相談して市民後見人へのリレーを検討。

＜基本的な考え方＞

※ 現在は、市内に「社会福祉
連携推進法人となりの」のみ。



【 基礎取組】 進捗状況について

基礎取組 単位 令和５年度（ 10月末） 令和４ 年度（ 10月末）

＜啓発・ 広報＞
ア 出前講座（ 成年後見制度）
イ 出前講座（ エンディ ングノート ）
ウ 金融機関向け研修会

（ 回）
（ 回）
（ 回）

８
３
２

１ １
４
３

＜相談＞
エ 相談対応（ センター） （ 件） ２ , ８０ ８ ２ , １ ４２

＜申立て支援・ 受任調整＞
オ 申立て支援（ センター）
カ 市長申立て（ 市）
キ 受任調整会議

（ 人）
（ 件）
（ 件）

８ ７
１ ９
４ ２

８ ３
２ ３
４ ４

＜関係機関調整＞
ク 多機関合同事例検討会（ 社協）
ケ 他事業からの移行（ 日自、 困窮から後見）

（ 回）
（ 件）

３
６

１
９

＜法人後見＞
コ 法人後見（ センター） （ 件） ６ １ ５０

＜後見人支援＞
サ 後見人等からの相談対応（ センター）
シ 利用支援事業（ 市）

（ 人）
（ 件）

７ ９
３ ０

７ １
２ ９

〇 豊田市成年後見制度利用促進計画では、 重点取組と課題懸案のほか、 着実に取組を実施するものとして基礎取組を掲

げ、 実績管理を行っている。

○ 令和５年度10月末時点では、 昨年度同月実績と比較して、 相談対応（ センター） の件数が約３割増加するとともに、

⇒市民後見人との複数受任件数の増加（ R4： 11件 R5： 20件） のため、 法人後見（ センター） の件数が増加している。

16



身寄りのない市民への支援のあり方検討の進捗状況について
【 報告】

17



豊田市成年後見・ 法福連携推進協議会における主な意見（ 抜粋）

18

〇 豊田市は企業城下町として身寄りがない人が多い特徴がある。

〇 身寄りのない人が救急搬送されており、 事例が出てきている。 判断能力がない場合は、 成年後見

制度につなぐことも想定されるが、 判断能力のある身寄りがない人の支援が難しい。

○ 身寄りのない人が在宅で死亡する場合の課題や支援体制についても検討いただきたい。

〇 判断能力がある人も網羅する形で支援体制を構築していけるとよい。

〇 ガイドラインは敷居が高く なる。 考え方を示すマニュアルや事例集のような形で作れると整理が

しやすい。

〇 今までは夜中の救急搬送の付き添いが必要であったが、 最近は電話での対応や次の日での対応に

変わってきている。 そのような対応が文章になって、 他の自治体や病院への波及していく と後見人

として活動しやすく なる。



【 開催日】 令和５ 年１０ 月１ ７ 日

○【 出席者】 成年後見人（ 司法書士）

○ 豊田加茂医師会

○ 病院ＭＳＷ（ 南豊田病院、 厚生病院、 ト ヨタ記念病院、 地域医療センター、 足助病院）

○ 地域自立支援協議会

○ 特別養護老人ホーム

○ 基幹包括支援センター、 地域包括支援センター

○ 愛知県住宅供給公社

○ 葬儀会社（ ト キワ葬祭、 イズモ葬祭）

○ 豊田市社会福祉協議会く らし応援課、 成年後見支援センター

○ 豊田市役所（ 警防救急課、 北消防署管理課、 生活福祉課、 高齢福祉課、 福祉総合相談課）

【 開催日】 令和５ 年３月９日

○【 出席者】 成年後見人（ 弁護士・ 司法書士・ 社会福祉士）

○ 豊田加茂医師会（ 事務局）

○ 病院ＭＳＷ（ 厚生病院、 ト ヨタ記念病院、 地域医療センター、 足助病院）

○ 地域自立支援協議会

○ 特別養護老人ホーム

○ 基幹包括支援センター、 地域包括支援センター

○ 成年後見支援センター

○ 豊田市役所（ 警防救急課・ 北消防署管理課・ 生活福祉課・ 福祉総合相談課）

身寄り のない市民への支援のあり 方検討部会 作業ワーキング

19

〇 令和３年度及び４年度に開催した身寄りのない市民への支援のあり方検討部会において整理した支援が必要となる場

面について、 作業ワーキングを通じて、 現場で生じている課題と支援者・ 支援機関が現状でできることを列挙した。

○ この作業を経て、 法福連携推進協議会でのこれまでの意見を踏まえ、 ガイドラインのようなルール化を目指すアウト

プット ではなく 、 支援のレシピ集として連携のヒント やノウハウを共有することを目的にした形で、 事務局で整理した。

① 救急搬送～入院までのレシピ検討

② 死後の対応のレシピ検討

⇒ 別紙にてレシピ案の提示

⇒ 現在事務局にてレシピ案の整理中



く らし応援資金の充実に向けた検討について【 協議】

20



○ 豊田市では、 豊田市成年後見制度利用促進計画に基づく 豊田市社会福祉協議会の独自の取組として、 市民による権利

擁護支援活動を「 まち」 全体で支えるため、 寄付などにより企業等も権利擁護の支援に参加できる仕組み「 く らし応援

資金」 を整えている。

○ ① ② ③得られた応援資金は、 人材の育成・ 活動団体の拡大・ 支援策の充実の視点から、 地域の権利擁護支援活動を育

むことに用いることで、 とよたのまちがさらに元気になるための「 地域づく り」 を進めている。

地域の権利擁護支援活動を支える「 く ら し 応援資金」 について

21

1 とよた市民後見人の活躍に対する応援

地域住民による権利擁護支援の活動である「とよた市民後見人」が、継続的に活躍し

続けることができるように活動補助を行う

2 とよた意思決定フォロワーの養成に対する応援

新たな地域での活躍の機会となる「とよた意思決定フォロワー」に多くの地域住民が

参画できるように、フォロワーの養成を行う講座に必要な費用補助を行う

3 豊田市内の法人後見実施団体の自立運営に対する応援

地域の法人などが法人後見を実施するにあたり、自立的な運営ができるよう、必要

となる立上げ費用（３か年を目途）の補助を行う。

4 適切な本人・ 親族申立てに対する応援

適切な申立てを実施することができる低所得な本人・親族に対して、必要な申立て

費用の一時的な立て替えを行う。

く らし応援資金



く らし 応援資金の充実を検討するための視点

22

権利擁護支援への参加方法の一つ

＝寄付・ 遺贈等

○ 権利擁護支援に市民が共感を得るためには

どうしたらよいか

○ 市民・ 企業が懸念することはあるか

○ 寄付等を受ける側が気を付けることはあるか

社会課題の解決の一助

＝く らし応援の支援メニュー

○ 既存のサービス・ 連携で届かない支援は何か

○ 担い手として想定される主体（ １ か所や

１ 機関に限らない） は何が考えられるか



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 寄付をし たいと 考える理由）

23出典： 内閣府（ 2023） 「 2022 年度（ 令和４ 年度） 市民の社会貢献に関する実態調査報告書」 より抜粋

○ 内閣府の調査によれば、 2022年度に寄付した人の寄付理由の最も多い回答は、 「 社会の役に立ちたいと思ったから」

となっている。

○ また、 寄付時に必要と考える情報は、 「 寄付先の活動内容」 との回答が最も多い。



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 遺贈に関する意向）

24出典： 日本財団（ 2021） 「 遺言・ 遺贈に関する意識・ 実態把握調査」 より抜粋

○ 日本財団が全国の60歳～79歳2, 000名を対象に行った調査によれば、 財産を残したい相手は、 子どもや配偶者など家

族が中心ではあるものの、 「 社会のため」 と考えている人が２. ４％いることがわかる。

○ この意向割合を、 豊田市の60歳～79歳人口： 94, 103人（ 2023. 9. 1時点） に当てはめれば、 2, 258名に相当する。

○ また、 遺贈したいと考えている団体としては、 「 社会的に意義のあることに使ってもらえる団体」 と回答する割合が

最も高い。



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 寄付や遺贈等の相談を受ける立場の不安など）

問3 寄付・遺贈等の相談を受ける場合、どのようなことを感じますか？（複数回答可）

9名

18名

9名

9名

3名

その他

・多額の寄付ではないため、特に心配するには至らない。

・サービス利用中の方からは、慎重に対応が必要。

 特別扱いしたり、過度な要求につながらないようにする必要あり。

家族・親族とのトラブルにならないかどうかについて

利益相反にならないかどうかについて

その他

寄付・遺贈等を受けた後の活用方法について

寄付・遺贈等を受けるために作成する書類等の内容について

利益相反にならないかどうかについて

19%

家族・親族とのトラブルにならないか

どうかについて

37%

寄付・遺贈等を受けるために作成する

書類等の内容について

19%

寄付・遺贈等を受けた後の

活用方法について

19%

その他6%

○ 特別養護老人ホームを運営する社会福祉法人が、 寄付・ 遺贈等を受ける場合に気になることとしては、 「 家族・ 親族

とのト ラブルにならないかどうかについて」 の回答が最も多く 、 その他にも、サービスを提供する立場としての懸念を

感じている法人が多い。

○ また、 寄付等を受けた後の活用方法をどうしたらよいか考えてしまう法人もある。

出典： 豊田市・ 豊田市社会福祉協議会（ 2023） 「 く らし応援資金及び寄付・ 遺贈等についてのアンケート 調査」 より抜粋 25



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 関係性注意事案と し て留意すべき 事項）

○ 厚生労働省の調査では、 本人や親族から、本人が亡く なった後、お世話になっているサービス提供事業者等や法人後見実施団体等に寄付

等をしたいという意向を受けている等の事例を確認している。

○ 一方で、「 意思決定支援を踏まえた後見事務のガイドライン」 では、チームによる意思決定支援を前提とし、 直接的には本人のためとは

いい難い支出をする場面の一例として「 特定の親族に対する贈与・ 経済的援助を行う場合等」 が挙げられている。

○ ①こうした現状をふまえ、 同調査では、 「 関係性注意事案※ ②」 として注意を要する相手方と必要な対応、 本人や家族・ 親族等から寄付

等の意向があった場合の第三者による確認事項の案が示されている。

出典： 厚生労働省（ 2022） 「 『 成年後見制度利用促進現状調査等一式』 報告書」 より抜粋

① 「 関係性注意事案」 として注意を要する相手方と必要な対応 ② 本人や家族・ 親族等から寄付等の意向があった場合の
第三者による確認事項の案

※ 関係性注意事案とは、（意識的か・無意識的かを問わず）本人と
相手方（サービス提供事業者、権利擁護実施団体）との関係性によ
る濫用が生じないか注意を要する事案。 26



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 寄付等を受ける立場と を分配さ れる立場と 関係）

○ 厚生労働省の調査によると、 基金の設置者等は、 活動団体（ 助成応募団体） に対し、 応募前～助成決定後（ 活動開始

後） まで、 あらゆる段階で、 継続的に個別相談に応じているとのこと。

○ また、 同調査にて、 各種専門職により構成される第三者による情報提供や助言、 チェック等ができる仕組みを設け、

寄付等の希望者の保護や意向の尊重、 受贈を希望する団体の体制や運営等をサポート する仕組みを整備することが重要

であるという示唆が得られている。

出典： 厚生労働省（ 2022） 「 『 成年後見制度利用促進現状調査等一式』 報告書」 より抜粋 27



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 寄付等の活用に合致し やすいニーズ）

○ 権利擁護支援のニーズは、 法制度等に基づく もの以外は、 公的支援が支援しづらい傾向のあるニーズと合致する部分

が多く 、 さらなる権利擁護支援の充実のためには、 寄付等の活用も見込まれる。

出典： 成年後見制度利用促進専門家会議 第５回地域連携ネット ワーク ワーキンググループ（ 2021） 久津摩氏の資料より抜粋 28



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 既存のサービス・ 連携で届かない支援への対応例）

○ 愛知県内の名古屋市においては、名古屋市社会福祉協議会の独自事業として、 葬儀・ 納骨や入退院時の支援など身寄

りのない方への支援を行う取組を進めている。

○ このような取組を進める社会福祉協議会等は、 全国でいく つか見られる。

出典： 名古屋市社会福祉協議会提供資料より、 豊田市作成。 29

なごやかエンディ ングサポート 事業（ 名古屋市社会福祉協議会独自事業）

対
象
要
件

年齢 ６５歳以上

同居 同居人全員との契約が必要

所有財産等 なし

親族 ―

預託金 業者見積額等（ 葬儀・ 納骨、 死後の債務、 家財処分、 原状回復、 本会執行費）

利用料等 契約時費用： 16, 500円＋年間利用料： 11, 000円＋サービス利用料： 275円～5, 500円

サ
ー
ビ
ス

葬儀・ 納骨 利用者の希望による

死亡後の債務の支払い 実施

賃貸住宅の残存家財処分 実施

賃貸住宅の明渡しに伴う諸手続き 実施

賃貸住宅の原状回復 実施

入退院時の支援 入退院時等支援サービス

遺言 原則、 公正証書遺言を作成



参考： 寄付・ 遺贈等に関するデータ 等
（ 既存のサービス・ 連携で届かない支援への対応に必要な考え方）

30

〇 意思決定支援モデルプロジェクト 令和５年度 第２回全体委員会（ Ｒ５ ． １１． ２１）

同志社大学 社会学部 永田 祐 委員 の発言要旨

• 歯ブラシや髭剃り、 下着などの生活用品の用意をやりく りすることの仕組化が、 重要。

• 特に身寄りのない方などは、 入院・ 入所時の金銭管理だけでなく 、 普段の生活で希望を叶

えていく ことが重要であるが、 そこが難しい。 実際に、 これらの生活用品を手配したり、 買

い物をしてもらうなどの事実行為が難しいとされる。 こうした課題に対して、 具体的な社会

資源の開発ができていく と良い。

• その際、 身元保証として求められる機能を、 多機関が共働して担っていく 形が良いと思う。
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身寄りを頼ることができない方に対する支援の 
レシピ集＜救急搬送編＞ 

（案） 

福祉・医療の支援者のみなさまへ 

豊田市成年後見・法福連携推進協議会 

身寄りのない方への支援のあり方検討部会 

別添資料　



身寄りを頼ることができない方に対する支援のレシピ集について 
 

 

  豊田市は、企業城下町であるため、身寄りを頼ることができない人が多い

特徴があります。 

  そのため、入院や入所などの場面で、本人も支援者も困ってしまうことが

あります。 

  こうした状況に対して、活用できるものとしては、国から 

・ 「身寄りがない人の入院及び医療に係る意思決定が困難な人への支援に 
関するガイドライン」 

・ 「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン」 

 が発出されています。 

  これらガイドラインについては、支援者の皆さまに内容を御確認いただく

とともに、引き続き御活用いただきたいと考えています。 

  そして、これらガイドラインで示された内容について、豊田市という地域

の情報や、ちょっとしたコツやノウハウを加えることができれば、より円滑
な支援が期待できるはずです。 

  このことから、豊田市成年後見・法福連携推進協議会では、身寄りのない

方への支援のあり方検討部会を開催し、支援のレシピ集として、地域情報や
コツ、ノウハウなどを取りまとめることにしました。 

  地域情報やコツ、ノウハウなどは随時更新されていくものですので、皆さ

まの新たな気づきを今後もレシピとして追加していくことができると良い
と考えています。 

  これらをヒントに、豊田市内の各現場で円滑な権利擁護支援を進め、身寄

りを頼ることができなくても、「安心な暮らし」が得られる地域共生社会を
推進していきましょう。  
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レシピ内「法の裏付け」の記載について 
本部会の熊田均弁護士と杉本みさ紀弁護士による監修の下、レシピ集に記載し

ている対応などに対して、その法律上の根拠や見解を記載しています。 
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日ごろからの準備             

            
 

・ いざとなると慌ててしまうので、本人と支援者とで入院セットを事前に準
備しておきましょう。 

・ 慌てていると保険証の保管場所がわからず困ることがあるので、日ごろか
ら保険証の保管場所を決めておきましょう。そして、いざというときに、保
管場所が支援者にもわかるようにしておきましょう。 

 （例）玄関先にわかりやすく置いておく、保管場所を記載した紙を冷蔵庫に
貼っておく 

・ 入院に必要な寝巻・タオル類・日用品・おむつ類のレンタルサービスを利
用する場合も、レンタルサービスには入っていない用品（ひげそり、イヤホ
ン、携帯電話、充電器等）がありますので、あらかじめ準備をしておけると
よいでしょう。 

◎参考になるツール 
・ 各病院の入院時の持ち物（入院セット） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
           
 
 
 
 
 
 

・ ひとり暮らしの方は、入院セットを作っておく。 

・ 日々関わっている支援者が入院セットのある場所を把握しておく。 

・ 携帯電話の充電器はあらかじめ予備のストックをしておく。 

・ 救急情報シートと入院セットを一緒にしておく。 

前もってやれるとよいと思うこと 
 

〇 入院時の持ち物（入院セット） 

・健康保険証のコピーなどを入院セットや救急情報シートと一緒にしておく。 

今後やれるとよいと思うこと 
 



はじめに  
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日ごろからの準備  
 
 

・ 日ごろから、救急搬送や入院になったときに備えて、どこに連絡したらよ
いかについて、本人と一緒に考え、救急情報シートやわたしのノートに書き
出しておきましょう。 

・ ポイントとしては、かかりつけ医はどこか、家族や支援者など誰にどのよ
うな順番で連絡するのかまで記載しておけるとよいでしょう。 

 
◎参考になるツール 

・ 救急情報シート 
・ わたしのノート（スタート編） 
・ エンディングノート わたしのノート 

・ 救急情報シートやわたしのノートと入院セットを一緒にしておく。 

前もってやれるとよいと思うこと 
 

〇 緊急時の連絡先 



はじめに  
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日ごろからの準備        
 
    

・ 支援者は、日ごろから本人の意向（入院や延命治療について）を聞き取り、
記録を残しておきましょう。 

・ ポイントとしては、どのような医療をしてほしいのか（してほしくないの
か）や、最期をどのように迎えたいかについて記録しておけるとよいでしょ
う。 

・ 受診や入院の希望がないと搬送できないことがあったり、また搬送しても
入院できずに帰宅せざることを得ないする場合があります。 

・ そのため、チーム会議やサービス担当者会議などを活用し日ごろから本人
の意向を確認しておきましょう。 

 
◎参考になるツール 

・ 救急情報シート 
・ わたしのノート（スタート編） 
・ エンディングノート わたしのノート 
 

 

・ 本人に入院や延命治療の意向を日ごろから確認しておき、記録を残しておく。 

前もってやれるとよいと思うこと 
 

〇 入院や延命治療の意向 



入院前  
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救急搬送             

            
 

・ １１９番、呼吸の有無、意識の有無、救急車の誘導、本人の名前、生年月
日などより詳細な情報を救急隊に知らせることができるようにします。 

・ 主治医や訪問看護等に救急搬送が必要か確認することもあります。 

・ 地域包括支援センターや居宅介護支援事業所に救急搬送についての相談
が入ることもあります。 

◎参考になるツール 
・ 診療情報提供書（医師から他の医師に向けたもの） 
・ 看護サマリー（看護師が書くケア内容などの要約） 
・ 介護保険医療連携用情報提供 送付票 
・ 救急情報シート 
・ わたしのノート（スタート編） 
・ エンディングノート わたしのノート 
・ 命のバトン（一部の地域） 

   
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

  

〇救急搬送の判断 

・ 気づいた人が救急車を呼ぶ。 

緊急でやること 
 

【法の裏付け】 

扶助が必要な人を保護する（刑法 218 条）。 
 ただし、本人と支援者との間で、健康・安全にかかわるサービスを提供する契約

がある場合には、救急車を呼ぶ義務が生ずることがある。 



入院前  
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・ 平日の昼間、病院ソーシャルワーカーがいる時に救急車を呼ぶようにする。 

今後やれるとよいと思うこと 
 

・ 日ごろからサービス事業所間で、こういう時はどうするかなどの緊急時の連
絡体制を作っておく。 

・ 搬送を迷う場合は、＃7119 救急安心センター事業か、とよた急病子育てコー
ル 24 育救（いっきゅう）さんコール 0120-799-192 に TEL する。 

・ 救急情報シートには救急要請内容を記載する部分があるので作成しておく。 

前もってやれるとよいと思うこと 
 



入院前  
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救急搬送             
 

            

・ 支援者は救急搬送の付添同行ができる体制を整えておくとよいでしょう。 

・ 本人の状態がわからない場合に、同行したほうがいいのか悩むときは、救
急隊にその旨を伝えましょう。 

・ 救急隊や病院は、付添同行が難しい人もいることを想定して、その場合は
どうするかを考えておきましょう。 

◎備考 
・ 施設入所者の場合、夜間は緊急性が高いことが予測され、本人の心身の状

況を伝える必要性が高く、施設職員が同行せざるを得ないことが多いです。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 付添同行が難しい場合があることについて、理由とともに、救急外来に周知
を行っていく。・ 

・ 救急隊や病院は、付添同行が難しい人もいることをを想定して、その場合
どうするかを考えておく。 

・ 支援者等が付添同行をできない場合、詳細の確認ができる人と病院が話すこ
とができるように、電話番号の確認をするなどの対応ができるとよい。 

今後やれるとよいと思うこと 
 

〇 病院への付添同行 

・ 同行者が確保できない場合も、搬送はされる。 

緊急でやること 
 

【法の裏付け】同行する義務を定めた法令はない。 
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救急搬送  
 
 

・ 救急隊は、親族や関係者がいないかなどかを確認しておいてくれる場合が
あります。家の中にある連絡先の張り紙や宅急便の送り状などが役に立つこ
ともあります。必要な情報を病院へ伝えることもできます。 

・ 救急隊は、入院で必要ありそうなものが見つかれば、搬送時に併せて持っ
ていってくれることもあります（保険証や財布、鍵、入院セットなど）。 

・ 屋外で通行人による通報の場合は、通行人に身分証を確認してもらうこと
もあります。 

・ 病院は、 
・ ６５歳以上 地域包括支援センター（住所地から中学校区を確認） 
・ 生活保護受給者 豊田市役所 生活福祉課（0565-34-6635） 
・ その他 豊田市役所 福祉総合相談課（0565-34-6791） 

に問い合わせるなどして、親族や関係者の情報がないか情報を集めます。支
援歴があれば、親族や関係者の情報がわかる場合があります。 

【法の裏付け】 

本人の生命、身体の保護に必要がある場合であって、人が意思を伝えること
ができないときには、必要な個人情報を提供できるということが、法律で認
められています（個人情報の保護に関する法律２７条）。 

 
◎参考になるツール 

・ 救急情報シート 
・ わたしのノート（スタート編） 
・ エンディングノート わたしのノート 
・ 本人の携帯電話 
 
 
 
 

 

〇 本人の身元確認 

・ 「救急情報シート」など緊急連絡先がわかるようにしておく。 

・ 支援者は本人から緊急連絡先を事前に確認しておく。 

前もってやれるとよいと思うこと 
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到着 診察・検査  
 

                       

・ 検査や手術、延命治療については、本人に意向確認、医療同意が行われます。 

・ 病院では、第三者に医療同意を求めないようになってきています。 

・ 本人・親族の判断が難しい場合は、本人にとって最善の方針は何かについて、
病院や支援者で話し合うことになります。 

◎参考になるツール 
・ わたしのノート（スタート編） 
・ エンディングノート わたしのノート 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

・ 医療についての説明を本人が理解しやすいように、本人が信頼している支援

者がいる場合は、説明の場に同席できるようにする。 

・ 第三者は医療同意をできないということの周知が進むようになる。 

今後やれるとよいと思うこと 
 

〇 医療同意 

・ 本人の意思表示が難しい場合を考え、本人に入院や延命治療の意向を日ごろ

から確認し、記録を残しておく。 

前もってやれるとよいと思うこと 
 

・ 本人に確認。意思が不明な場合、ガイドラインに沿ってチームで方針決定。 

緊急でやること 
 

【法の裏付け】 

医療同意は、本人以外には認められない（家族等に意見を聴くのは、家族等が本
人の生活状況を知ることが多く、本人意思を推定することに役立つため）。 
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入院手続き                        

 
 

・ 支援者に病院から入院契約書や支払いの身元保証欄に記名を依頼されるこ
とがありますが、記名できない場合はできない旨を伝えましょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 身元保証欄のが無記名であっても入院等の妨げにならないようになる（空欄の

場合もやむを得ない）。 

今後やれるとよいと思うこと 
 

〇 身元保証 

・ 本人と契約する。本人の意思が不明な場合は、事務管理を適用して入院を進め

る。 

緊急でやること 

【法の裏付け】 

医療（入院）は、本人との契約に基づく。 
 本人に契約能力がない場合、民法上の事務管理となる。 
 身元引受人がない場合も拒否できない（医政医発 0427 第 2 号平成 30 年 4 月 27

日 身元保証人等がいないことのみを理由に医療機関において入院を拒否する
ことについて）。 
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豊田市成年後見・法福連携推進協議会 
身寄りのない方への支援のあり方検討部会 

愛知県弁護士会 熊田 均 ◎ 

愛知県弁護士会 杉本 みさ紀 

愛知県司法書士会 川上 明子 

愛知県社会福祉士会 近藤 孝 

豊田加茂医師会 那須 正和 

愛知県厚生農業協同組合連合会 豊田厚生病院 杉村 龍也 

豊田市基幹包括支援センター 杉浦 良馬 

豊田市地域自立支援協議会 阪田 征彦 

公益財団法人豊田地域医療センター 山内 聖 

医療法人豊和会 南豊田病院 成瀬 智 

社会福祉法人旭会 三井 克哉 

豊田福寿園 ⾧嶋 めぐみ 

※ 敬称略。◎は部会⾧。 

作業ワーキング参加機関一覧 
成年後見人（弁護士・司法書士・社会福祉士） 

豊田加茂医師会事務局 

医療相談員（豊田厚生病院・トヨタ記念病院・豊田地域医療センター・足助病院） 

豊田市地域自立支援協議会 

特別養護老人ホーム 

基幹包括支援センター・地域包括支援センター 

豊田市成年後見支援センター 

豊田市役所（警防救急課・北消防署管理課・生活福祉課・福祉総合相談課） 

【事務局】豊田市役所福祉総合相談課、豊田市成年後見支援センター 



ふりがな

氏名
明治

大正

昭和

住所

電話

優先順位

ふりがな

氏名 続柄

②
自宅：

携帯：

●救急要請内容
　　（ 救急要請時にできる範囲で記載してください。状況により記載できない場合は、下記事項を救急隊に伝えてください。）

 いつから・・・

 何をしている時に・・・

 どんな症状が・・・

 行った応急手当、バイタル測定値・・・

①
自宅：

携帯：

【かかりつけ医療機関 ： 】 【薬の管理 ： 本人 ・ 施設 】

●緊急連絡先
　　（ 家族の了承を得て記載してください。記載されない場合は施設で責任を持って連絡し、結果を救急隊に伝えてください。）

電話番号 住所 

―（ 　　　　　　　　　　） 　　　　　　　　

現病歴・既往歴・ＡＤＬ  処方薬（ お薬手帳があれば記載不要です。）

救急情報シート
※太枠内を事前に記載して保管し、救急要請時に救急隊へ渡してください。

男

・

女

生年月日

年 月 日

豊田市消防本部
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□ □ □ □豊田厚生病院 トヨタ記念病院 豊田地域医療センター その他（ ）

 0565-43-5000 0565-28-0100  0565-34-3000

□ ④ 家族への連絡 ・傷病者の家族に連絡をお願いします。

□ ①    □ ②          □優先順位 優先順位 その他（ ）

□ ⑤ 救急隊の誘導 ・救急隊が到着したときに傷病者の場所まで誘導をお願いします。

□ ⑥ 傷病者の移動 ・傷病者を玄関付近まで移動してもらえると、救急搬送が円滑に行えます。

□ ⑦ 救急車への同乗
・傷病者の状態について説明できる職員が同乗してもらえると、搬送先の医療機関と

の引き継ぎが円滑に行えます。

（ 傷病者の診察券、お薬手帳、サマリー等の持参をお願いします。）

●その他、救急隊への連絡事項

□ ① 応急手当の実施
・１１９番通報に対応した指令員が、応急手当の指導を行うことがあります。

（ 容態が急変した場合は、再度１１９番通報をしてください。）

□ ② 救急隊からの電話対応 ・出動した救急隊から電話が入ることがあります。

□ ③ 医療機関への連絡 ・搬送を希望する医療機関に事前連絡がとれていると救急搬送が円滑に行えます。

　　（ 以下の項目をできる範囲で実施してください。）

《参考情報》
●対応チェックリスト

豊田市消防本部
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エンディングノート

お名前
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はじめに

このノートは「自分はこうしたい」「こうして生きていきた

い」という希望を記録するものです。認知症などにより十分に

意思表示ができなくなったとき、自分の意思を相手に対して伝

える参考材料として利用することができます。

住み慣れた地域社会で、ご自身が自分らしく生きることの手

助けになることを願って、このノートを作成いたしました。

 人生を振り返り、わたしを見つめなおします。

 普段の暮らしを記録し、もしものときの希望を表明しま

す。
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記入日： 年 月 日

私のこと

ふりがな 大正・昭和・平成

名前 年 月 日生

〒

現住所

電話番号（ ） ― 血液型

本籍地

私の歩いた道のり

学歴

年 月 卒

年 月 卒

年 月 卒

年 月 卒

職歴

年 月～ 年 月

年 月～ 年 月

メモ（上記では書ききれなかったことをお書きください）
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記入日： 年 月 日

私の好きなもの

〈趣味・特技〉

〈好きな食べ物・飲み物〉

〈好きな色〉

〈日課〉

〈お気に入りの場所〉

〈メモ〉（上記では書ききれなかったことをお書きください）
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記入日： 年 月 日

私の健康状態

〈かかりつけの病院〉

病院名 電話番号（ ） －

科名 病名

病院名 電話番号（ ） －

科名 病名

病院名 電話番号（ ） －

科名 病名

〈お薬〉

 いつも飲む薬

 お薬手帳保管場所

〈アレルギー等気をつけること〉

〈健康保険証〉

 種類 □国民健康保険 □社会保険 □後期高齢者医療保険

 保管場所

〈介護保険証〉

 介護保険証 有 ・ 無 保管場所

〈障がい者手帳等〉

 障がい者手帳等 有 ・ 無 保管場所

 種類□身障（ 級） □精神（ 級） □療育（ 判定） □難病

24



記入日： 年 月 日

病気について～不治の病になった時のことを考えて～

※チェック☑を入れてください

〈告知について〉

□ 病名・余命を告知してほしい □ 病名・余命ともに告知しないでほしい

□ 病名のみ告知してほしい □ 家族等にまかせる

□ その他

（ ）

〈延命措置について〉

□ 可能な限り延命措置を受けたい □ 延命措置を希望しない

□ 苦痛を少なくすることを重視したい □ 家族等にまかせる

□ その他

（ ）

〈人生の最期の時を過ごしたい場所について〉

□ 自宅で過ごしたい □ 病院で看護を受けたい

□ ホスピス（緩和ケア病棟）で過ごしたい□ 家族等にまかせる

□ その他（ ）

〈臓器提供について〉

□ 希望する □ 希望しない

臓器提供意思表示カードを□ 持っている保管場所

□ 持っていない

＊延命措置とは？（日本尊厳死協会ホームページhttp://www.songenshi-kyokai.comより抜粋）

リビングウィルに書かれている「延命措置」とは、回復の見込みがないと診断された患

者で、かつ死期が近づいているにもかかわらず、人工呼吸器や透析、胃ろうなどによっ

て生命を維持させるための措置です。
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記入日： 年 月 日

病気について～不治の病になった時のことを考えて～

※チェック☑を入れてください

〈献体について〉

□ 希望する □ 希望しない

（献体登録を□ している登録先 □ していない）

〈私が判断できないときは〉

私の治療方針については 名前 〔続柄: 〕の

意見を尊重して決めてください。連絡先

〈メモ〉※書き足りないことなどを自由にお書きください。
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記入日： 年 月 日

介護が必要になったら

※チェック☑を入れてください

〈介護をお願いしたい人〉

□ 配偶者 □子ども

□ ヘルパーなど介護保険のサービスを利用したい

□ その他

名前 〔関係: 〕

〈介護してほしい場所〉

□ なるべく自宅を希望する

□ 病院・施設

名称・場所等

□ お任せする

〈介護の費用〉

□ 収入の範囲内でお願いしたい

□ 私の預金を使ってほしい

□ 用意していない

□ その他
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記入日： 年 月 日

認知症等になったら

※チェック☑を入れてください

〈財産管理などをお願いしたい人〉

□ 配偶者

□ 子ども

□ 親族

□ 成年後見人等

□ 任意後見人

【成年後見制度とは】

認知症等で、判断能力が十分でない方を保護・支援するための制度です。

■ …成年後見人等本人の利益を考えながら、財産管理に関する支援や、本人を代

理して各種の手続きや契約を行う人のことです。成年後見人は

家庭裁判所によって選ばれます。

利用する場合豊田市成年後見支援センターへご相談ください。

■ …任意後見人本人との間で結んだ任意後見契約に基づいて、判断能力が低下し

たら、本人の身上監護や財産管理に関する事務を行う人のことで

す。

〈メモ〉※書き足りないことなどを自由にお書きください。
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記入日： 年 月 日

葬儀のこと

※チェック☑を入れてください

□葬儀をする □葬儀をしない

〈葬儀の形式〉

□ 自分の信じる宗教で 具体的に

□ 無宗教で □ 家族・親族等に任せる

〈葬儀の場所〉

□ お任せする

□ 希望がある名称等 □互助会に入っている □入っていない

□ その他

〈葬儀の規模〉

□ 豪華・盛大に □ 家族・近親者のみ

□ お任せする

〈遺影〉

□ 用意してある保管場所

□ お任せする

〈葬儀の費用〉

□ 私の預金でまかなってほしい □ お任せする

□ その他
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記入日： 年 月 日

お墓のこと

※チェック☑を入れてください

〈お墓の場所〉

□ すでにある

名称

住所 連絡先

□ 希望あり

□新たにお墓を購入 □永代供養墓・納骨堂

□散骨 □その他（ ）

□ お任せする

〈お墓の費用〉

□ 私の預金でまかなってほしい □ お任せする

□ その他

〈メモ〉※書き足りないことなどを自由にお書きください。
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記入日： 年 月 日

遺言について

※チェック☑を入れてください

〈遺言書の有無〉

□ 作成していない

□ 作成している 保管場所

作成している場合は、以下種別のいずれかにチェック

□自筆証書遺言 （作成年月日： ）

□公正証書遺言 （作成年月日： ）

■自筆証書遺言… 遺言者本人がその全文、日付及び氏名を手書きし、捺印をした

遺言です。（2019年より財産目録のみパソコンでの記入が可

能となりました）実際に相続する場合は、家庭裁判所での検

認が必要になります。

■ …公正証書遺言公証役場にて、証人2人以上の立ち合いのもと、遺言者本人

の口授により公証人が遺言者の内容を文章にします。費用は

かかりますが、検認手続きは不要で原本は公証役場に保管さ

れるため安全な方法と言われています。

◎遺言書は、自分が元気なうちに、残された者が困らないように作成しておく

ものです。相続や遺言書については、専門家に相談されることをおすすめし

ます。
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記入日： 年 月 日

渡したいもの～形見分け～

何を 品名

保管場所

誰に名前 関係

連絡先

メッセージ

何を 品名

保管場所

誰に名前 関係

連絡先

メッセージ

何を 品名

保管場所

誰に名前 関係

連絡先

メッセージ

その他のものは
□ 寄付が可能なものは、寄付してほしい

□ すべて処分してほしい

メモ
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記入日： 年 月 日

預貯金等の資産
〈不動産〉

種別 所在地 持ち分 備考

□土地 □建物

□土地 □建物

□土地 □建物

□土地 □建物

□土地 □建物

〈預貯金〉

金融機関・支店名 種別 口座番号 備考

〈その他の資産〉

名称 内容 保管場所など 備考
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記入日： 年 月 日

借入金・保険等
〈借入金・ローン〉

借入先 金額 返済方法 備考

〈生命保険・損害/障害保険〉

保険会社 種類・内容 受取人 備考

〈公的年金〉

基礎年金番号 種類 受給金額 備考

〈個人年金・企業年金〉

名称 記号番号等 受給金額 備考
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記入日： 年 月 日

もしもの時の連絡先リスト
名前と関係 住所・電話番号 備考

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －

（ ）

〒

Tel：（ ） －
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記入日： 年 月 日

大切な人へのメッセージ

さんへ

さんへ

さんへ
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メモ
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🌸 火曜日から土曜日
午前8時30分～

午後5時15分

（日・月・祝日および年末年

始は休みになります）

社会福祉法人豊田市社会福祉協議会

豊田市成年後見支援センター
〒471-0877 豊田市錦町1丁目1-1

：（0565）63-5566 Fax：（0565）33-2346

E-mail：s-shien@toyota-shakyo.jp

福祉のことで困ったときは…

豊田市役所福祉総合相談課 (0565)34-6791

障がい・介護サービスを利用されている方は…

事業所名 電話番号 担当者

(          ) －

(          ) －

(          ) －

(          ) －

65歳以上の高齢者の方やそのご家族の相談は…
地域包括支援センター

 （ ） ―

―あなたの身近な相談窓口―

🌸 火曜日から土曜日

午前8時30分～

午後5時15分

（日・月・祝日および

年末年始は休みになります）
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様式２

【発信先】

医療機関名：

担当部署名：

電話： FAX： FAX：

令和 年 月 日

ﾌﾘｶﾞﾅ 〒

利用者氏名

生年月日 年 月 日生 歳 電話番号

ﾌﾘｶﾞﾅ 住所 〒

連絡者氏名 続柄 電話番号

要介護度 割 減免 生保

認定有効期間・申請日 年 月 日 ～ 年 月 日

※新規申請中・変更申請中の場合は上欄に申請日を記入してください。

通院・訪問

ADL 状態 ADL

移動 更衣

移乗 服薬管理

回/週 回/週

回/週

回/週

福祉用具貸与

住環境 階建 階

　　誰から聞いたか：本人・その他（　     　　　　　　）　聞いた時期　 　年　　 　月　 　　日頃

（代理意思決定者　氏名                          続柄　　　　　　　　）

性別 住所

それに対する家族の意向本人の　好きなこと　・　価値観　・　希望の療養場所　・　治療に関する希望　など

負担割合

【発信者】

事業所名：

担当者名：

電話：

【入院時情報提供】介護保険医療連携用情報提供　送信票

主な疾患(現症）

疾患名 病院名 主治医名

食事

ステーション名

利用していたサービス及び頻度

認知症有無

※この様式は指定様式であるため、様式を変更することのないようにお願いします。

生活上の問題
（　　　　　）

連絡事項
その他

豊田市介護サービス機関連絡協議会・みよし市ケアマネ連絡会・豊田市・みよし市地域包括支援センター共通様式（H29.4作成 R5.11改定）

エレベーターの有無

回/週 訪問看護

回/週

サービス利用
時の留意点

家族構成 家族介護者の状況等

様式２

生活歴・経済状況

ADL 状態 ADL 状態

特記事項

排泄

入浴

整容

回/週

状態
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医 政 医 発 0427 第 ２ 号

平成 30 年４ 月 27 日 

各都道府県衛生主管部（ 局） 長 殿 

厚生労働省医政局医事課長 

（ 公 印 省 略 ）      

身元保証人等がいないことのみを理由に医療機関において 

入院を拒否することについて 

医療機関において、 患者に身元保証人等がいないことのみを理由に、 入院を

拒否する事例が見受けられるが、 当該事例については下記のとおり解すべきも

のであるので、 貴職におかれては、 貴管下保健所設置市、 特別区、 医療機関及

び関係団体等への周知をお願いするとともに、 貴管下医療機関において、 患者

に身元保証人等がいないことを理由に入院を拒否する事例に関する情報に接し

た際には、 当該医療機関に対し適切な指導をお願いする。  

記 

医師法（ 昭和23年法律第201号） 第19条第１項において、「 診療に従事する

医師は、 診察治療の求があつた場合には、 正当な事由がなければ、 これを拒ん

ではならない。」 と定めている。 ここにいう「 正当な事由」 とは、 医師の不在又

は病気等により事実上診療が不可能な場合に限られるのであって、 入院による

加療が必要であるにもかかわらず、 入院に際し、 身元保証人等がいないことの

みを理由に、医師が患者の入院を拒否することは、医師法第19条第１項に抵触

する。  
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 様式第１ 号                               （ № - ）  

1  

豊田市成年後見支援センター支援シート

担当：   初回相談日： 令和５年 月  日 相談者：  

対象者氏名：  性別：  明・ 大・ □昭  年  月 日生(  歳) 

住所：  電話：  本人の居場所：  

対象者の類型： □認知症高齢者□知的障がい者 □精神障がい者 □その他（           ）

家族関係図：     生活歴・ 概要：   

身

体

状

況

医療保険： □国保 □社保 □後期高齢 □生活保護 □障がい者医療 □不明 

自立支援医療： □育成 □更生 □精神通院 □なし 

健 康 状 態

病歴（ 病名、 診断日、 入院歴等）：   

かかりつけ医・ ・ ・ 診断書作成が□可能 □不可能 

介 護 保 険 障 が い 等

□非該当 □要支援（  ）  □要介護（   ） 

認定期間（             ）  

身体自立度（ 無 J A B C）  

認知度（ 無 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ） 

障がい手帳□有 □無 

□療育手帳（ A B C） 判定 

□精神保健福祉手帳（   級）  

□身体障がい者手帳（  種 級）  

□その他（ 病名：           ）  

環

境

状

況

住居の状況 □持ち家（ 名義： ）  □賃貸 □病院 □その他施設（           ）  

サービス利用状況  

関係機関 連絡先 備考 

親

族

状

況

氏  名 続柄 年齢 住  所 電話・ 備考 

家族関係及び特記事項：  

親族意向確認中 

秘参考資料１ 



 様式第１ 号                               （ № - ）  

2 

経

済

状

況

収入 金額（ 月額）  支出 金額（ 月額）  

国民年金       食費、生活費 

給付金  携帯代 

遺族年金  上下水道代 

企業年金  ガス代 

障がい年金  電気代 

各種手当（ 扶助料）   医療費 

生活保護費  家賃 

 その他（ 日常利用料）  

仕送り等その他 

収入合計 円 支出合計 円

課税状況 □住民税課税世帯 □住民税非課税世帯 □不明

利用支援事業 □適用 □不適用 □不明 

財産・ 預貯金（ 銀行名・ 支店名）  残額 

その他の財産がある場合（ 不動産、 株、 負債等）  

＜本人の暮らしに対する希望＞

＜本人が抱える主な課題＞

□借金・ お金 □相続 □家族・ ト ラブル □支援体制が整っていない □居所変更・ 自宅退去・ 処分 

＜本人への制度説明と制度活用への意向＞

１ 本人への制度説明の実施・ ・ ・ □説明実施済      □説明未実施※ 

２  本人の制度理解の状況・ ・ ・ ・ □一定程度理解している □理解してない※ □理解しているか不明 

３  本人の制度活用への意向・ ・ ・ □希望している □希望していない※ □希望しているか不明 

＜付議理由＞ ※上記１～３で※の項目にチェックした場合のみ記載 

＜申立ての検討＞

１ 本人申立てが・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ □できる   □できない 

２  二親等以内の親族が・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ □いる    □いない 

３  二親等以内の親族がいるが、 申立てを・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ □期待できる □期待できない 

４  三親等または四親等の申立てを行おうとするものが・ □いる    □いない

申立て方法・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ □本人申立て □親族申立て □市長申立て 

申立ての類型・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ □後見 □保佐 □補助 

申立てに関する特記事項 



様式第２ 号（ R5.10～） （ №    ）  

記入者           

候補者調整結果シート

１ 対象者氏名

○○○○ 

２ 日時・ 場所

 年 月 日（  ） 午前／午後 時～ 時 

豊田市福祉センター 介護予防室 

３ 参加者

豊田市福祉部福祉総合相談課（ ○○・ ○○）  

  豊田市成年後見支援センター（ ○○・ ○○・ ○○）  

  アドバイザー（ ○○弁護士・ ○○司法書士・ ○○社会福祉士）  

社会福祉連携推進法人となりの（ 〇〇）  

４ 検討結果概要

  結果概要： 下表のとおり 

市民後見人の検討 

１  本人が必要とする支援の中心が、 財産管理や身上保護を通じた「 丁寧な

見守り」 や「 意思決定支援」 である

１→市民後見受任を検討（ 複数受任・ リレーを含む）  

法的な支援の必要性 福祉的な支援の必要性 
セーフティ ネット 支援 

の必要性 
総合判定

１  債務管理、 金銭搾取等
紛争性(の可能性)に対
する支援が必要 

２  不動産の売却や相続手
続き等の支援が必要 

１ 介護・福祉サービスの利用
調整や入院・ 入所の調整
や、それらとの連携が中心
となり支援が必要 

２  若年者や長期入所者など
比較的長期間にわたる丁
寧な身上保護が中心とな
る支援が必要

１ 8050問題・ ひきこもり・ 虐

待対応・ ネグレクト 等行政

機関との緊密な連携を要す

る支援が必要 

2 成年後見制度利用支援
事業の対象にならない
境界層の低所得者への
後見活動が必要 

□市民後見人

□弁護士

□司法書士

□社会福祉士

□法人後見団体

（ ）

□後見センター

□その他

（ ）

１→弁護士受任を検討 

２→司法書士受任を検討 

１→社会福祉士受任を検討

１or２  
→法人後見団体受任を検討 

１or２  
→社会福祉協議会受任を 

検討

【 本人の暮らしに対する希望】  

【 本人が抱える課題への支援の見通し】  

【 後見人等に求められる後見活動】  

【 結論】  

参考資料２ 



回答者：24名

問1 過去5年間程度の間に、寄付・遺贈等の相談を受けたことがありますか？（複数回答可）

0名

0名

8名

3名

16名

問2 相談を受けたことがある場合、過去5年間程度の間に、何件ありましたか？

3名

1名

1名

1名

2名

問3 寄付・遺贈等の相談を受ける場合、どのようなことを感じますか？（複数回答可）

9名

18名

9名

9名

3名

その他

・多額の寄付ではないため、特に心配するには至らない。

・サービス利用中の方からは、慎重に対応が必要。

 特別扱いしたり、過度な要求につながらないようにする必要あり。

家族・親族とのトラブルにならないかどうかについて

利益相反にならないかどうかについて

不明・把握していない

その他

寄付・遺贈等を受けた後の活用方法について

寄付・遺贈等を受けるために作成する書類等の内容について

判断能力が十分な施設利用者からの相談を受けたことがある

10件

2件

相談を受けたことはない

施設の利用とは直接関係しない者（個人・企業等）から相談を受けたことがある

利用者の家族・親族から相談を受けたことある

               くらし応援資金及び寄付・遺贈等についてのアンケート調査結果

判断能力が不十分（認知症など）な施設利用者からの相談を受けたことがある

利益相反にならないかどうかについて

19%

家族・親族とのトラブルにならないか

どうかについて

37%

寄付・遺贈等を受けるために作成する

書類等の内容について

19%

寄付・遺贈等を受けた後の

活用方法について

19%

その他6%

相談を受けたことはない

67%

利用者の家族・親族から73%

施設の利用とは直接関係

しない者（個人・企業

等）から27%

相談を受けたことが

ある33%

参考資料3
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問4 相談後、実際に寄付・遺贈等を受けたことがありますか？

7名

17名

問5 寄付・遺贈等は何件ありましたか？

《 全体合計件数 》

寄付 遺贈 死因贈与 合計

0件 0件 0件 0件

0件 0件 0件 0件

27件 1件 0件 28件

1件 0件 0件 1件

35件 1件 0件 36件

《 施設ごと件数内訳 》

・判断能力が十分な施設利用者 無し

・判断能力が不十分（認知症など） 無し

・利用者の家族・親族

・施設の利用とは直接関係しない者（個人・企業）

・その他

1件

・判断能力が十分な施設利用者 無し

・判断能力が不十分（認知症など） 無し

・利用者の家族・親族

1件

無し

・その他 無し

◇ 死因贈与 無し

判断能力が不十分（認知症など）

判断能力が十分な施設利用者

ない

ある

施設 A

施設 G

・施設利用とは直接関係しない者（個人・企業）

その他

（個人・企業等）

合計

◇ 寄付

◇ 遺贈

7件0件0件7件

利用者の家族・親族

施設の利用とは直接関係しない者

ある

29%

ない

71%

10件

8件

3件

3件

2件

1件

施設F

施設E

施設D

施設C

施設B

施設A

1件

2件

4件

施設F

施設E

施設D
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問6 「くらし応援資金」を知っていましたか？

3名

7名

14名

問7 「くらし応援資金」に期待することがあれば教えてください。（複数回答可）

12名

8名

11名

8名

11名

1名

その他

・社協のネットワークを活用し、広く市内企業に知れ渡ると変化があるかもしれません。

問8 その他、寄付・遺贈等でお感じのことについて教えてください。

日本の社会に、もっと寄付を行う文化が根付いていけば良いと思いますが、その為には

寄付を行う者に対して税制上メリットとなるような法改正が必要だと思います。

金銭の寄付ではないが、物品の寄付については日常的に発生しています。

例）マスク・タオル・紙オムツ・福祉用具 etc.

在宅介護を終えた方や、元利用者家族からが多いです。

施設入居者については判断能力が十分な利用者は少なく、利用者家人からの申し出で

過去受付を行ったが、利用者家人間の施設には見えない問題などを抱えている場合も

よくある為、リスクを念頭に対応することが必要と感じている。

施設利用とは直接関係しない方（個人・企業等）からの寄付について、厚意を無下に

できないなかで、施設では足りているもの（例：ひな人形）の寄付の行先を他にも

示せたらと思います。

少し前にニュースであったが、本人の意思と家族の思いの相異については難しい問題だと思う。

更に寄付・遺贈されたものが、どの様に公表され、どの様に使われているのかよく分からない。

（贈る方が公表を望まない場合も多いのでは？）

知らなかった

取組名のみ知っていた

取組名・取組内容ともに知っていた

その他

広報・啓発のより一層の充実について

法人にとってのメリットの明確化について

寄付者にとってのメリットの明確化について

法人・団体向けメニューの充実について

取組名・取組内容ともに

知っていた

13%

取組名のみ

知っていた…

知らなかった

58%

24%

法人・団体向けメニューの充実について

16%

寄付者にとってのメリットの明確化について

21%

法人にとってのメリットの明確化について

16%

広報・啓発のより一層の充実について

21%

その他2%
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令和５年度豊田市成年後見・ 法福連携推進協議会 第２回会議 意見書 

氏名              

○本日の会議で言い足りなかったことや、 追加意見などがあれば、 ご記入く ださい。

１２月５日（火）までにメールまたはFAXにてご提出ください

送付先 

豊田市 福祉総合相談課  

権利擁護支援担当 宮口・ 杉浦・ 安藤 

Ｔ ＥＬ （ ０５ ６５ ） ３ ４ －６ ７９ １ 

Ｆ ＡＸ （ ０５ ６５ ） ３ ３ －２ ９４ ０ 

E-mail fukushi-sodan@city.toyota.aichi.jp 


